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１

９

７

０

年

に

教

員

に

な

っ

た

。

「

遅

く

な

い

時

期

に

，

世

の

中

が

変

わ

る

。

そ

の

新

し

い

生

き

生

き

と

し

た

時

代

の

一

員

な

の

だ

。

」

と

い

う

沸

き

立

つ

思

い

を

胸

に

教

員

に

な

っ

た

。

「

組

合

活

動

の

中

で

教

育

を

良

く

し

，

私

も

子

ど

も

と

共

に

成

長

し

た

い

。

」

と

希

望

に

燃

え

て

教

員

に

な

っ

た

。

そ

れ

は

，

子

ど

も

の

こ

ろ

か

ら

「

教

育

を

悪

く

し

よ

う

」

と

す

る

攻

撃

を

ビ

ン

ビ

ン

と

感

じ

な

が

ら

育

っ

て

き

て

い

た

か

ら

だ

▼

た

し

か

小

二

の

こ

ろ

「

指

導

要

領

が

改

悪

さ

れ

る

。

大

変

だ

。

」

と

先

生

や

父

が

暗

い

表

情

で

話

し

て

い

た

。

今

思

え

ば

，

教

育

委

員

の

公

選

制

を

廃

止

し

た

時

期

だ

っ

た

▼

私

の

父

は

当

時

，

三

重

南

紀

の

教

職

員

組

合

の

委

員

長

を

し

て

い

た

。

年

配

の

女

の

先

生

が

「

教

員

を

や

め

さ

せ

ら

れ

る

。

子

ど

も

も

小

さ

い

の

に

，

ど

う

し

た

ら

い

い

だ

ろ

う

。

」

と

泣

き

な

が

ら

相

談

に

き

て

い

た

こ

と

も

あ

る

。

女

は

５

０

を

越

え

れ

ば

辞

め

る

の

が

当

た

り

前

だ

っ

た

。

定

年

ま

で

教

員

を

続

け

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

の

も

，

組

合

の

闘

い

の

賜

だ

っ

た

▼

今

，

私

た

ち

は

教

員

と

し

て

，

親

と

し

て

，

教

育

基

本

法

の

改

悪

の

も

と

，

子

ど

も

た

ち

に

「

ど

ん

な

こ

と

が

起

き

よ

う

と

し

て

い

る

の

か

」

を

語

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

う

。

Ｙ

・

Ｏ

「全国学力･学習状況調査」は本当に必要なテストか?!

す

で

に

四

月

二

十

二

日

に

実

施

が

決

ま

っ

て

い

る

、

全

国

学

力

･

学

習

状

況

調

査

の

実

施

に

つ

い

て

、

知

教

労

で

は

各

市

町

の

教

育

委

員

会

で

参

加

に

つ

い

て

の

論

議

が

な

さ

れ

た

の

か

ど

う

か

に

つ

い

て

情

報

公

開

を

使

っ

て

調

査

し

て

い

る

。

昨

年

度

は

、

愛

教

労

が

県

下

の

市

町

す

べ

て

を

調

査

し

た

と

こ

ろ

、

知

多

で

は

三

つ

の

市

町

が

教

育

委

員

会

を

開

き

、

議

事

録

を

残

し

て

い

た

が

、

あ

と

の

市

町

で

は

十

分

な

論

議

も

な

く

、

中

に

は

「

教

育

長

の

専

決

事

項

と

し

て

」

（

半

田

市

）

な

ど

と

答

え

た

と

こ

ろ

も

あ

り

、

教

育

の

独

立

と

は

何

か

を

考

え

さ

せ

ら

れ

る

結

果

が

浮

き

彫

り

に

な

っ

た

。

今

年

度

に

つ

い

て

も

調

査

結

果

を

ま

と

め

て

お

知

ら

せ

す

る

予

定

で

あ

る

が

、

現

在

の

と

こ

ろ

、

昨

年

知

教

労

が

批

判

し

た

こ

と

も

あ

り

、

す

べ

て

の

市

町

で

、

教

育

委

員

会

の｢

議

題

｣

と

し

て

扱

わ

れ

て

い

る

。

各

市

町

の

論

議

を

見

て

み

る

と

、

「

平

成

二

十

年

度

も

実

施

す

る

か

の

調

査

が

き

て

お

り

ま

す

」

と

か

「

来

年

度

も

再

来

年

も

、

も

う

日

程

は

決

ま

っ

て

い

ま

す

」

な

ど

相

変

わ

ら

ず

文

科

省

た

の

み

の

姿

勢

が

見

え

る

論

議

が

多

い

中

で

、

「

今

回

の

結

果

に

つ

い

て

、

確

か

な

検

証

も

ま

だ

行

わ

れ

て

い

な

い

段

階

で

の

参

加

決

定

は

早

す

ぎ

る

か

と

思

っ

て

い

る

」

「

学

力

テ

ス

ト

で

全

国

的

な

傾

向

を

見

る

な

ら

、

小

学

校

一

校

、

中

学

校

一

校

と

い

う

抽

出

校

対

応

く

ら

い

に

し

て

も

い

い

の

で

は

な

い

か

」

（

い

ず

れ

も

武

豊

町

、

十

一

月

二

十

一

日

時

点

）

な

ど

と

い

う

ま

じ

め

な

意

見

も

出

て

い

る

こ

と

は

注

目

だ

。

阿

久

比

町

で

は

、

委

員

か

ら

「

意

思

決

定

は

い

つ

ま

で

で

す

か

」

と

い

う

質

問

に

「

い

つ

で

も

い

い

ん

で

す

け

ど

、

国

･

県

は

実

施

す

る

検

討

で

進

め

て

い

ま

す

」

「

現

実

的

な

話

を

し

ま

す

と

、

も

う

国

の

方

か

ら

特

定

の

業

者

が

決

ま

っ

て

い

ま

し

て

、

い

つ

搬

入

す

る

か

も

う

決

ま

っ

て

い

ま

す

」

な

ど

と

い

う

自

嘲

的

な

意

見

も

見

ら

れ

た

。

全

国

唯

一

、

今

年

も

不

参

加

を

決

定

し

た

犬

山

市

の

「

英

断

」

に

対

し

、

「

議

論

が

さ

れ

て

い

な

い

」

「

市

民

の

理

解

を

得

て

い

な

い

」

と

言

う

な

ら

ば

、

教

育

委

員

会

は

、

文

科

省

の

上

意

下

達

事

項

を

確

認

す

る

議

論

を

し

て

い

て

は

な

ら

な

い

。

行

政

か

ら

独

立

し

て

国

民

の

た

め

の

教

育

に

責

任

を

負

う

機

関

と

し

て

、

こ

の

調

査

に

ど

の

よ

う

な

教

育

的

意

義

が

見

い

だ

せ

る

の

か

見

識

を

示

す

べ

き

だ

ろ

う

。

全

国

学

テ

実

施

決

定

は

市

町

教

委

の

権

限

教

育

委

員

会

の

議

論

は

、

そ

の

見

識

が

問

わ

れ

て

い

る

生

体

制

の

整

備

に

つ

い

て

』

と

い

う

通

知

の

中

で

も

、

今

年

の

四

月

か

ら

五

十

人

以

下

で

も

す

べ

て

の

職

場

で

、

月

に

百

時

間

以

上

の

時

間

外

労

働

者

に

つ

い

て

は

、

本

人

の

申

し

出

の

も

と

に

産

業

医

と

の

面

談

を

設

定

す

る

義

務

が

各

職

場

で

発

生

す

る

。

本

来

、

こ

の

時

間

外

勤

務

に

関

し

て

は

、

管

理

職

に

よ

る

「

現

認

」

か

、

「

タ

イ

ム

カ

ー

ド

等

に

よ

る

管

理

」

が

不

可

欠

だ

が

、

今

回

県

教

委

は

「

職

員

が

一

ヶ

月

単

位

で

自

己

申

告

を

し

た

」

も

の

で

包

括

的

に

管

理

職

が

現

認

す

る

体

制

を

と

る

こ

と

に

な

る

。

（

詳

細

は

、

愛

教

労

ニ

ュ

ー

ス

参

照

）

こ

の

間

知

教

労

は

時

間

外

労

働

時

間

根

絶

の

た

た

か

い

を

進

め

て

き

た

。

今

回

の

県

教

委

の

動

き

か

ら

、

各

職

場

で

い

か

に

正

確

に

時

間

外

勤

務

を

確

認

さ

せ

る

の

か

が

こ

れ

か

ら

の

運

動

の

課

題

と

な

っ

て

く

る

だ

ろ

う

。

北から南から

教育誌クレスコ１月号に「もっとも健康な人生に遠

い職業は、教職員であるかもしれない。少なくとも企

業や自治体に雇用されている人たちは、職場が健康を

支える仕組みを提供しているが、教職員には健康診断

しかない。それも多忙ゆえ、再検査や精密検査、受診

など健康診断の後始末にはなかなかめぐりあえない。

とくに、健康診断ができない『こころのかぜ』や『こ

ころの骨折』にかかると、誰も面倒をみてくれない…。」

と書かれていた。

その通りである。Ａ小学校に休職者、隣のＢ小学校

にも、Ｃ小学校にも、Ｄ小学校にも…。昨年度の文科

省が実施した教員の勤務実態調査からも、時間外勤務

の常態化、深刻な長時間・過密労働が明らかになって

いる。放課も学習が遅れがちな子の指導、プリント類

の印刷、子どものトラブルへの対応、着替え、保護者

への連絡等々、トイレに行きたいと思っても行くのは

２時間後。休日出勤して仕事をしている教員も多い。

これでは、いつ体や心を休めることができるのか。

この教育現場に蔓延している過密長時間労働は、決

して教員の自主性が生み出したものではない。教員は、

子どもの話をゆったりと聞くことさえもできない。心

身ともに追われているのである。

２００７年度、「各職場で、労働安全衛生委員会が

開かれるよう教頭会でも指導する」と言った教育委員

会がある。産業医の準備を進めている市があるとも聞

く。県教委は、『県立学校における長時間労働による

健康障害防止のための面接指導実施要綱』を出した。

わたしたちの命と健康を守るため

に、そしてこれ以上の犠牲者を出さ

ないために、労働安全運動をさらに

進め、一刻も早く実効あるものにし

ていく必要がある。 （Ｙ.Ｙ）

知

教

労

知

多

地

区

全

校

長

に

「

労

働

条

件

改

善

要

求

書

」

を

送

付

３

月

中

旬

、

知

教

労

は

知

多

管

内

の

全

小

中

学

校

長

宛

に

「

働

き

や

す

い

職

場

を

つ

く

る

た

め

の

申

入

書

」

を

送

付

し

た

。

こ

れ

に

は

、

勤

務

時

間

や

教

育

環

境

に

つ

い

て

全

二

〇

項

目

に

の

ぼ

る

要

求

が

掲

げ

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

う

ち

時

間

外

労

働

が

過

重

な

場

合

に

医

師

に

よ

る

検

診

が

義

務

づ

け

ら

れ

た

た

め

、

「

４

月

か

ら

労

働

時

間

を

教

員

自

身

が

記

録

し

て

そ

れ

を

管

理

職

が

現

認

す

る

」

と

い

う

点

が

特

に

強

調

さ

れ

た

。

混

乱

し

て

い

る

愛

知

県

教

委

四

月

か

ら

の

勤

務

時

間

は

ど

う

な

る

文

科

省

か

ら

の

４

・

３

通

達

（

す

で

に

二

年

近

く

が

経

過

）

の

導

入

に

「

現

場

が

混

乱

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

」

と

難

色

を

示

し

続

け

て

い

た

県

教

委

だ

が

、

愛

教

労

と

の

交

渉

の

結

果

「

一

定

措

置

が

遅

れ

た

こ

と

は

認

め

る

」

と

い

う

見

解

を

表

明

し

た

。

昨

年

十

二

月

に

文

科

省

か

ら

出

さ

れ

た

『

公

立

学

校

等

に

お

け

る

労

働

安

全

衛
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愛知県下連帯単組の動向 知ってるってるつもり・Ｑ＆Ａ

早くも好評のＱ＆Ａコーナー、第２回は、身近な給料の明細書についてです。

組合名 ３月の組合活動

一 宮 ・2/9集いに５００名の参加・ＮＰＯ法人主催にな

った。・教員．保護者のリレートークがよかった。

春日井 ・休職者が６人－１９人－２２人（精神性１５人）

と増えている。

小 牧 ・2/28市教委との交渉を行った。

労働安全衛生法の実施、サービス残業などにつ

いて話し合った。

西 春 ・人事異動では、原田さんの転勤希望実現へ向

けて活動をしている。

瀬 戸 ・2/ 9 瀬戸教職員九条の会が開かれた。

名古屋 ・執行委員が組合員のいる全職場で校長交渉申

し入れ、予備交渉を開始した。

・１校勤務１０年が８年に短縮された。

尾 北 ・3/2学テ犬山シンポに多数の参加

・ＰＴＡ役員をはじめさまざまな立場からの意見が

出され、有意義な討議になった。

三 河 ・2/29静岡県袋井市教委を訪問した。教員の負

担を減らすために研究指定、教育論文を廃止し

た経緯を聞いた。

協同学習を学んで『大造じいさんとガン』の読み取りに活かしました

５年生の国語『大造じいさんとガン』の学習で、「大造じいさんのガン（残雪）に対する考えや思い」、「大造じいさんにとって残雪

はどのような存在なのか」について、４場面のそれぞれで話し合い活動を行い，読み取り学習を行いました。

初めて読んだ時と、４時間の読み取りの授業が終わった後のそれぞれで、「大造じいさんとガンを読んで」と題して感想を書きま

した。どの感想からも、最初と比べて考え方が深まったことを見ることができました。友だちの考えや、自分の考えを再認識すること

で、新たな考えを生み、そして深めていっていることを感じました。

＜児童の書いた感想＞＜児童の書いた感想＞＜児童の書いた感想＞＜児童の書いた感想＞

大造じいさんとガンを読んで思っ 大造じいさんのガン（残雪）に対する気 私は、「大造じいさんとガン」を読んで思いまし

たことは、１・２の場面と３の場面 持ちがすごく変わっていて、場面ごとで た。今まで、「大造じいさんにとってがん（残雪）

の半分までは、大造じいさんはガ 気持ちが違っていました。全部読んで は、～～～である。」ということを読み取ってき

ンだちと戦っていて、ライバルみ みると、場面ごとに読む感じが違った ました。そこで、「敵」とか「ライバル」とか、いろ

たいだったけれど、３の場面の後 ので、すごくおもしろかったです。今ま いろなことを学んできて、最後に印象に残った

半から４の場面は、二人とも仲間 でいろんなことをしてきて１番よかった のは、「ライバル」ということでした。私はガン

みたいな気がしました。ずっとそ のは、「大造じいさんにとって残雪は、 （残雪）は、ずっとずっと敵だと思っていました

のままでいて欲しいです。 ～～である。」を考えるのがすごく楽し が、みんなが言っていることも「あーそうか」と

かったです。 思い、よく分かりました。

＜はじめと最後の感想が変わっていました！！＞＜はじめと最後の感想が変わっていました！！＞＜はじめと最後の感想が変わっていました！！＞＜はじめと最後の感想が変わっていました！！＞

１～４場面を全部読んで、１の場面では、大造じい 大造じいさんとガンを読んでみて、最初は意味が

さんとガン（残雪）は、仲が悪いという印象がありま 分からなくて、どういう話かも知らなかったけど、

した。でも２の場面では、グループでうっとうしいと 最初ガンいう鳥がいて、大造じいさんがガン（残雪）

決まって、本当だなあと思いました。でも、最後では を捕まえたいということなのかなあと思いました。

１の場面と同じ感じで、ライバルだと思いました。そ あと、分からない言葉を調べてどういう意味なのか

れを踏まえて、私は、「大造じいさんとガン（残雪）は、 分かったのでよかったです。大造じいさんとガンは

ライバルだけどちょっとだけ大切な存在」なのかなあ 話が長いので、頑張って本読みをしたいです。

と思いました。

授業後 授業前授業後 授業前授業後 授業前授業後 授業前 （Ｋ.Ｓ）（Ｋ.Ｓ）（Ｋ.Ｓ）（Ｋ.Ｓ）

Ｑ 給料の明細書を見ると「短期掛金」「長期掛金」という欄があり、

かなりの金額が控除されています。健康保険料や今、問題になっ

ている年金の掛金にあたると思いますが、どのように区別されてい

るのでしょうか。

Ａ 私たち公立学校の教員は『公立学校共済組合』という組織に加

入しています。これは法律により定められた社会保険の一つで、こ

の組織が健康保険と年金保険の仕事を行っています。私たちが

「健康保険証」として医療機関に提示しているカードには正式名

称で「愛知県公立学校共済組合員証」と書いてあります。

まず給料の明細書にある、「短期掛金」というのが、いわゆる健

康保険にあたります。病気、負傷、災害などに対して給付され、

掛金は、月例の給与の約３.７％になります。

また「長期掛金」というのが、年金保険にあたり、退職後の生活

の安定のため、年金の給付を行います。 掛金は、給与約９％で

す。例えば給料が４０万円の人は、３万６０００

円程度が長期掛金として控除されていると思

います。 そして、長期掛金も短期掛金も、期

末手当、いわゆるボーナスにも所定の掛金率

によって控除されます。

そして、４０歳以上になると新たに、「介護掛

金」が控除されます。
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